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春
秋
戦
國
の
時
代
（
西
紀
前
七
二0
—
二
五
六
）
は
、
言
論
界
に
思
想
界
に
、
澄
躙
た
る
生
氣
浪
つ
た
時
代
で
あ
る
。

周
室
の
威
令
漸
く
行
は
れ
す
し
て
、
綱
紀
祖
法
其
紐
を
解
き
、
言
論
恩
想
の
自
由
は
そ
の
世
態
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
、

諸
子
百
家
相
踵
で
出
で
、
各
其
説
を
述
べ
て
相
譲
ら
す
、
之
を
筆
に
し
て
後
世
に
遺
し
た
の
で
あ
る
0

故
に
常
時
の
散

文
界
は
、
紅
紫
こ
b
ざ

h
の
妍
を
競
う
て
、
空
前
の
盛
期
を
現
出
し
た
の
で
あ
る
0

會
同
聘
問
の
證
磨
れ
て
後
は
、
時

三
百
篇
の
緒
除
セ
牒
ぐ
も
の
も
な
く
、
従
っ
て
韻
文
界
は
極
め
て
寂
寛
た
る
も
の
で
あ
っ
た
、
此
時
に
常
り
、
獨
h
南

方
楚
國
の
天
に
、
萬
丈
の
光
綾
は
揚
っ
た
の
で
あ
る
、
こ
れ
郎
ち
屈
原
一
派
の
賦
で
あ
る
。

賦
は
胸
文
の
一
慨
で
、
不
歌
而
誦
者
謂
之
賦
（
漢
古
蒻
文
志
）
は
、
諷
誦
の
方
面
よ
り
立
て
た
説
で
、
賦
者
敷
陳
之

稲
、
古
詩
之
流
也
0

(
摯
虞
文
章
流
別
論
）
さ
か
、
賦
者
鋪
也
。
鋪
釆
摘
文
0

慨
物
窺
志
o

（
劉
魏
文
心
彫
龍
詮
賦
）
こ
か

は
、
其
形
慨
上
か
ら
見
た
考
で
あ
る
°
賦
の
生
成
を
考
ふ
る
上
か
ら
い
へ
ぱ
、
更
に
深
き
考
察
を
加
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
の

で
あ
る
が
、
賦
の
性
質
を
紐
る
上
か
ら
い
へ
ぱ
、
雨
者
を
合
せ
て
、
鋪
釆
摘
文
、
不
歌
而
誦
者
謂
之
賦
ご
い
つ
て
よ
ろ

し
い
0

尤
も
賦
に
も
種
々
の
謄
が
め
つ
て
、
そ
の
或
も
の
は
歌
よ
b
稜
化
し
て
、
歌
は
ぱ
歌
ふ
べ
き
性
質
を
具
へ
て
居

一
、
序

楚

僻

マ）
説

漢

賦

六
四



る
け
れ
ゞ
、
」
も
、
大
慨
か
ら
見
れ
ば
、
か
く
言
っ
て
差
支
は
あ
る
ま
い

t
m心
ふ
。

六
五

屈
原
は
楚
ご
同
姓
の
貴
族
で
、
國
歩
難
難
の
際
に
出
で
、
議
に
あ
ひ
、
身
訓
け
ら
れ
、
誠
忠
純
粋
の
心
を
以
て
、
君

を
思
ひ
、
國
を
憂
へ
、
其
苦
衷
を
賦
に
託
し
た
の
で
あ
る
0

北
方
に
源
を
痰
し
た
詩
は
、
そ
の
特
有
の
詩
形
に
よ
っ
て

親
を
怨
み
。
君
を
怨
み
て
、
忠
厚
の
意
を
致
し
た
も
の
、
其
人
に
芝
し
く
な
い
0

屈
原
も
亦
獨
特
の
詩
形
に
於
て
そ
の
―

後
を
戦
い
で
、
倦
々
の
情
を
あ
ら
は
し
た
の
で
あ
る
0

即
ち
騒
詩
の
曼
な
る
所
以
で
あ
る
0

人
は
楚
の
人
で
あ
る
、
語

は
楚
の
語
で
あ
る
、
詠
す
る
所
は
楚
地
の
風
物
で
あ
る
0

故
に
椛
之
を
楢
し
て
楚
僻
マ
J

い
ふ
°
楚
僻
の
語
は
、
何
人
が

言
ひ
始
め
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
史
記
の
張
湯
偵
に
、
買
臣
以
楚
僻
典
助
倶
幸
°
侍
中
0

為
太
中
大
夫
。
マ
J

見
え
て
ゐ

る
所
か
ら
見
れ
ば
、
晩
く
ご
も
、
武
帝
の
時
代
に
は
、
既
に
此
名
が
あ
っ
た
も
の
ご
見
ね
る
0

屈
原
宋
玉
等
の
作
、
及

買
誼
、
淮
南
小
山
、
東
方
朔
、
荘
忌
及
自
身
の
屈
原
の
意
を
悲
み
て
作
れ
る
砂
屈
を
娯
め
て
、
分
つ
て
十
六
怨
マ
J

な
し
、

之
に
楚
僻
ご
命
名
し
た
の
は
、
窪
帝
の
時
の
劉
向
が
始
め
で
あ
る
°
恐
ら
く
向
は
世
に
稲
せ
ら
れ
て
居
だ
も
の
を
襲
用

し
た
も
の
で
あ
ら
う
こ
m心
は
れ
る
。
漢
代
に
楚
僻
が
も
て
は
や
さ
れ
た
事
は
、
漢
志
に
よ
れ
ば
、
屈
原
、
唐
勒
、
宋
玉

等
の
人
を
除
き
て
も
、
な
は
六
十
五
家
九
百
五
十
九
篇
で
、
歌
詩
の
廿
入
家
三
百
十
四
篇
に
比
す
れ
ば
、
一
二
倍
強
（
篇

敷
）
に
営
つ
て
居
る
こ
マ
J

を
見
て
も
分
る
0

又
文
帝
の
如
き
は
大
に
之
を
好
み
て
、
自
ら
其
の
骰
に
な
ら
っ
た
作
を
な

し
、
淮
南
王
に
命
じ
て
離
騒
偵
を
作
ら
し
め
、
（
淮
面
王
安
偲
ご
朱
買
臣
等
を
召
し
て
楚
僻
を
言
は
し
め
し
が
如
き
、
又

宜
帝
が
、
よ
く
楚
僻
を
な
す
も
の
九
江
の
被
公
等
を
召
し
て
誦
讀
せ
し
め
し
（
王
褒
博
）
が
如
き
を
以
て
も
見
る
べ
き
で



（一）

二
、
楚

辟

を
明
ら
か
に
し
、
併
せ
て
時
代
ご
文
學
マ
J

の
閣
係
を
見
た
い
ご
恩
ふ
。

あ
る
。
か
く
し
て
賦
は
、
営
時
の
洞
客
大
人
を
風
靡
し
た
の
で
あ
る
0

漢
代
の
賦
に
は
、
形
式
よ

b
見
て
、
楚
僻
の
盟

を
踏
襲
せ
る
も
の
こ
、
延
に
愛
化
務
展
し
て
獨
特
の
憫
製
を
有
す
る
も
の
こ
の
二
者
が
あ
る
。
そ
の
後
者
に
厠
す
る
も

の
が
異
に
漠
賦
の
正
盟
マ
J

云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
0

こ
の
楚
僻
ご
漢
賦
マ
J

は
、
延
に
後
代
に
及
び
て
四
六
馴
偏
盟
の
文

を
は
じ
め
、
種
々
の
方
面
に
影
響
を
及
ぽ
し
て
居
る
の
で
あ
る
°
故
に
此
雨
者
は
、
支
那
文
學
史
上
に
重
要
な
地
位
セ

占
む
る
も
の
こ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
Q

今
こ
の
雨
者
を
マ
J

り
て
、
各
そ
の
起
れ
る
所
以
、
そ
の
特
質
、
そ
の
髪
化
の
径
路

春
秋
時
代
の
楚
國

楚
國
は
、
戦
國
時
代
に
あ
っ
て
は
、
今
H
の
湖
北
湖
南
に
涎
に
河
南
の
一
部
を
加
へ
て
、
版
闘
廣
大
な
南
方
の
雄
で

あ
っ
た
°
が
そ
の
こ
>
に
至
る
ま
で
に
は
、
多
く
の
歳
月
ご
、
多
く
の
偉
大
な
る
人
物
の
努
力
が
不
斯
に
彿
は
れ
て
居

る
0

我
等
は
今
楚
僻
が
起
る
以
前
に
於
て
、
楚
國
が
如
何
な
る
情
勢
で
あ
っ
た
か
を
見
る
必
要
が
あ
る
°
偉
大
な
る
藝

術
の
出
現
は
、
何
等
の
蓄
積
な
く
し
て
出
末
得
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

楚
は
画
頁
荊
州
の
地
で
、
饗
夷
苗
族
の
居
る
所
で
あ
っ
た
0

語
含
口
通
せ
す
、
風
俗
様
を
異
に
し
、
時
に
出
で
ヽ
中
國

を
侵
し
た
こ
さ
が
見
わ
る
。
（
商
頌
殷
）
史
の
側
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、
周
の
成
王
の
時
、
文
武
勤
勢
の
後
嗣
を
學
げ
て
、

1

ヽ

q‘

J
/
J
/
 



六
七

諸
國
に
封
す
る
に
及
び
、
熊
繹
を
楚
螢
に
封
じ
、
封
す
る
に
子
男
の
田
を
以
て
す
、
丹
陽
（
湖
北
省
）
に
都
す
。
（
楚
世
家
）

ヽy
J

見
わ
て
居
る
0

息
ふ
に
、
熊
繹
を
こ
A

に
封
じ
た
る
は
、
螢
民
を
統
御
し
て
、
な
が
（
周
奎
に
患
な
か
ら
し
め
ん
総

で
あ
っ
た
マ
J

考
へ
ら
れ
る
、
受
封
の
初
め
に
あ
っ
て
は
、
所
謂
篤
路
藍
棲
、
桃
弧
棘
矢
、
山
林
を
啓
き
、
國
士
を
檄
め

る
に
力
め
、
五
代
の
孫
熊
渠
の
時
代
に
は
、
頗
る
江
漢
の
間
に
民
心
を
得
、
そ
の
力
を
特
み
て
「
我
螢
夷
也
3

不
典
中

國
之
溢
琥
」
（
楚
世
家
）
マ
J

い
ふ
に
至
っ
た
。
か
く
し
て
、
其
勢
力
は
、
漸
次
周
室
を
し
て
危
惧
の
念
に
堪
へ
ざ
ら
し
め

宜
王
の
時
、
師
を
興
し
て
之
を
征
し
、
套
爾
た
る
蟹
荊
。
こ
＞
に
其
威
に
服
し
た
マ
J

は
い
へ
、
（
小
雅
采
芭
）
平
王
の
時

は
漸
次
中
國
を
犯
し
既
に
國
の
戌
を
し
て
、
懐
哉
懐
哉
易
月
予
還
蹄
哉
（
王
風
揚
之
水
）
の
歎
あ
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

十
七
代
武
王
の
時
に
至
っ
て
、
國
勢
漸
く
張
り
、
其
の
一
二
十
五
年
、
兵
セ
李
ゐ
て
隋
セ
伐
っ
た
時
、
隋
セ
し
て
王
室
に

請
ふ
て
、
其
腕
を
尊
く
せ
し
め
や
う
ビ
し
た
0

周
室
は
之
を
許
さ
な
か
っ
た
0

楚
王
は
怒
つ
て
、
祖
先
以
来
の
功
績
を

述
べ
、
許
さ
す
ば
許
さ
ざ
れ
、
我
自
ら
尊
く
せ
ん
の
み
こ
豪
語
リ
、
僭
し
て
王
ご
稲
す
る
に
至
っ
た
0

爾
末
名
君
賢
佐

相
承
く
る
も
、
遂
に
其
尊
腕
を
改
め
、
す
、
熊
渠
は
、
自
ら
撥
夷
マ
J

い
ひ
、
武
王
は
我
自
ら
諄
く
せ
ん
の
み
ご
云
ふ
°
不

平
儒
勃
、
侵
略
の
氣
、
自
ら
こ
A

に
雲
蒸
せ
る
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。
春
秋
桓
公
二
年
の
條
に
、
篠
侯
郷
伯
會
子
郎
の

記
事
が
あ
る
0

左
偲
は
之
を
解
し
て
、
ナ
祭
侯
鄭
伯
會
子
郎
始
憚
楚
也
，
ご
い
つ
て
居
る
0

蟹
夷
何
を
か
為
さ
ん
マ
J

、
敢

て
眼
中
に
措
か
ざ
り
し
楚
國
が
、
今
や
一
大
敵
國
マ
J

し
て
忽
然
マ
J

眼
前
に
現
れ
来
た
の
で
あ
る
0

武
王
の
子
文
王
に
至

b
、
都
を
部
に
遷
す
、
（
湖
北
省
荊
州
府
近
傍
）
文
王
察
を
伐
っ
°
春
秋
は
害
し
て
、
秋
九
月
荊
敗
荻
師
子
苧
マ
J

い
ふ
。



に
於
け
る
楚
國
君
臣
の
朕
如
何
。

楚
が
春
秋
に
見
わ
た
の
は
、
賓
に
之
を
以
て
嘩
矢
ご
す
る
0

此
後
中
國
マ
J

の
交
渉
も
起
b
、
國
威
は
盆
々
揚
b
末
っ
た

の
で
あ
る
。
成
王
十
三
年
、
鄭
を
伐
つ
0

春
秋
は
書
し
て
、
楚
人
伐
鄭
さ
い
ふ
0

こ
A

に
今
迄
荊
さ
記
さ
れ
た
の
が
始

め
て
琥
を
改
め
て
楚
ご
記
さ
れ
て
ゐ
る
0

成
王
十
六
年
、
齊
桓
公
、
中
國
諮
侯
の
聯
合
軍
を
李
ゐ
て
楚
を
伐
っ
た
時
、

楚
を
敷
む
る
に
周
賦
王
室
に
入
ら
ざ
る
こ
、
昭
王
南
渡
し
て
蹄
ら
ざ
る
の
二
事
を
以
て
し
た
。
そ
の
答
は
か
う
で
あ
る
。

貢
之
不
入
。
辞
右
之
罪
也
3

敢
不
供
給
°
昭
王
之
不
復
°
君
其
問
諸
水
濱
3

（
左
偲
俯
公
四
年
）
ご
、
そ
の
僻
の
傲
岸
な
る
、

や
が
て
一
統
の
官
を
畢
げ
ざ
れ
ば
已
ま
ざ
る
の
概
を
示
し
て
居
5
の
で
あ
る
0

成
王
一

1-+11一
年
、
魯
公
二
十
一
年
に
至

つ
て
、
春
秋
は
こ

A
に
始
め
て
楚
子
會
盟
の
事
を
畢
げ
て
居
る
の
で
あ
る
0

熊
繹
楚
の
地
に
封
せ
ら
れ
て
、
五
百
歳
、

楚
が
中
械
の
檜
舞
台
に
立
ち
て
縦
横
の
活
動
を
な
す
に
至
っ
た
の
は
、
こ
A

に
始
ま
る
の
で
あ
る
。
五
百
歳
の
年
月
は

賓
に
滸
勢
力
養
成
の
時
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
、
こ
の
後
、
中
國
マ
J

の
交
渉
は
日
に
頻
繁
こ
な
h
0
泄
の
戦
、
城
泄
の
一

戦
を
経
て
、
樽
姐
折
衝
、
亦
昔
H
の
螢
夷
に
非
す
、
荘
王
立
つ
に
及
．
ん
で
、
兵
を
周
郊
に
観
し
て
、
途
に
鼎
の
軽
重
を

問
ふ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
3

春
秋
に
よ
れ
ば
、
楚
か
滅
し
て
我
手
に
牧
め
た
る
江
漢
の
小
國
は
、
約
四
十
餘
を
算
す
る

の
で
あ
る
0

興
國
の
氣
蓮
、
上
下
に
充
樅
し
て
、
旭
日
外
天
の
勢
で
あ
っ
た
0

こ
れ
を
戦
國
の
末
、
國
勢
漸
く
凌
夷
す

る
に
比
す
れ
ば
、
其
氣
象
隆
汚
、
日
を
同
じ
く
し
て
談
る
べ
か
ら
す
で
あ
る
0

興
隆
の
蓮
人
之
を
啓
く
、
然
ら
ば
此
間

成
王
の
許
J

笠
伐
ち
し
時
、
許
男
面
納
し
て
壁
セ
衡
み
、
大
夫
衰
経
し
士
は
槻
セ
輿
す
る
の
朕
を
見
て
、
其
故
を
逢
伯

六
入



六
九

に
問
ひ
、
徹
子
啓
の
故
事
を
聞
き
て
途
に
許
を
屠
ら
ざ
h
し
話
や
、
（
左
偲
値
公
六
年
）
荘
公
が
鄭
を
伐
ち
し
時
、
鄭
伯

肉
祖
羊
を
牽
い
て
迎
へ
し
を
見
て
、
左
右
の
言
セ
斥
け
て
、
之
に
平
を
許
し
た
話
や
、
（
左
偲
宜
公
十
二
年
）
其
他
荘
王

の
宋
を
伐
っ
た
時
、
子
を
易
へ
て
食
ふ
の
惨
朕
を
見
て
、
軍
を
引
い
て
蹄
り
し
が
如
き
、
共
王
の
陳
を
征
せ
ん
マ
J

し
て

其
喪
を
聞
い
て
や
み
し
が
如
き
、
皆
情
を
知
り
義
を
重
ん
す
る
行
マ
J

い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
か
く
し
て
徳
立
ち
、
刑
行
は

れ
、
政
成
り
し
時
二
左
偲
宜
公
十
二
年
）
民
其
治
に
服
し
、
卒
乗
輯
睦
し
、
内
治
軍
政
、
間
然
す
る
所
な
き
ま
で
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
全
く
、
そ
の
君
の
絶
わ
ざ
る
数
訓
の
賜
で
あ
る
し
此
等
の
君
主
を
輔
佐
し
て
、
治
績
セ
欅
げ
し
め

し
各
臣
は
、
王
孫
園
の
所
訥
楚
鼠
の
賓
た
る
観
射
父
、
左
史
俯
相
、
（
國
語
楚
詰
）
は
挺
に
も
い
は
す
、
甥
拳
、
子
文
、

蘇
従
、
伍
皐
、
低
掩
、
申
叔
時
等
で
、
そ
の
献
替
匡
救
の
事
宜
は
、
左
偲
國
語
の
詳
に
偲
ふ
る
所
で
あ
る
。

素
＇
中
國
ご
②
頻
繁
な
る
交
渉
は
、
嘗
て
彼
に
甕
夷
祝
せ
ら
れ
、
且
自
ら
蟹
夷
祝
せ
る
楚
國
を
し
て
、
學
問
に
於
て

思
想
に
於
て
、
全
く
蟹
夷
の
域
を
脱
せ
し
め
た
の
で
あ
る
0

我
々
は
今
少
し
く
此
等
に
つ
い
て
調
べ
て
見
た
い
マ
J

恩
ふ
。

先
づ
詩
に
就
き
て
見
る
に
、
詩
は
詣
侯
會
合
の
時
、
朝
廷
築
に
和
し
て
、
其
依
を
助
け
た
も
の
で
あ
る
°
且
つ
左
偵

の
偲
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、
各
國
聘
問
の
祀
、
そ
の
揖
譲
周
旋
の
際
、
必
す
詩
を
賦
し
て
其
志
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

此
等
の
貼
よ
b
考
ふ
れ
ば
、
営
時
の
諸
侯
卿
大
夫
が
、
こ
れ
に
習
熟
す
る
こ
マ
J

は
、
必
要
鋏
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
こ
こ
A

い

は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
楚
國
の
君
臣
も
、
中
國
こ
相
交
通
す
る
に
至
っ
て
は
、
必
ら
す
之
セ
學
習
す
る
に
力
を
用
ひ
た
に
相

違
な
い
0

昭
公
十
二
年
の
條
に
は
、
三
墳
五
典
八
索
九
邸
に
通
じ
た
左
史
俯
相
の
話
が
出
て
居
る
0

其
他
詩
を
引
い
て
規



諌
諷
諭
し
た
も
の
は
、
茸
（
例
に
乏
し
く
な
い
0

宜
公
十
二
年
の
條
に
は
、
孫
叔
の
元
戎
十
乗
以
先
行
の
句
を
引
き
し
、

こ
ご
を
果
げ
、
成
公
二
年
の
條
に
は
、
令
男
子
重
の
清
々
多
士
文
王
以
寧
の
句
を
引
き
し
こ
こ
を
載
せ
、
宜
公
十
二
年

に
は
、
申
叔
時
の
立
我
蒸
民
葵
匪
爾
極
を
採
り
し
事
を
記
し
、

又
荘
王
の
載
厳
子
戊
載
巌
弓
矢
等
を
學
げ
た
こ
ご
が
見

わ
て
居
る
0

こ
れ
等
の
事
を
以
て
察
す
る
に
、
他
の
中
國
諸
國
マ
J

同
じ
か
り
し
こ
マ
J

を
知
る
事
が
出
来
る
。
こ
＜
J

に
國

語
に
見
へ
て
居
る
申
叔
時
の
詩
爬
築
に
関
す
る
恩
想
は
、
宜
に
立
派
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
文
を
引
け
ば

士
喪
偲
太
子
簸
°
問
於
申
叔
時
0
叔
時
日
。
放
之
春
秋
0

而
総
之
翁
善
而
抑
悪
焉
0

以
戒
勧
其
心
。
放
之
世
°
而
為

3
o
 O
 
n
 o
 o
 

之
昭
明
徳
而
麿
幽
昏
焉
3

以
休
憬
其
動
、
放
之
詩
Q

而
為
之
導
廣
顕
徳
0

以
耀
明
其
志
0

教
之
證
よ
使
知
上
下
之
則
。

ハ
カ
ラ

放
之
業
。
以
雌
其
稼
面
鎮
其
浮
．

J

放
之
令
0

使
訪
物
官
。
放
之
語
3

使
明
其
徳
0

而
知
先
王
之
務
°
用
明
徳
於
民
也
3

0

0

つ
Q

牧
之
故
志
°
使
知
磨
興
者
而
戒
憚
焉
°
放
之
訓
典
0

使
知
族
類
行
比
義
焉
°
若
是
而
不
従
°
動
而
不
悛
0

則
文
詠
物

0
o
 o
 

o
 a
 o
 a
 n
 :::i 

以
行
之
3

求
賢
良
以
翼
之
0

云
々
且
夫
誦
詩
以
輔
相
之
°
威
儀
以
先
後
之
云
々

こ
れ
等
こ
の
こ
を
以
て
見
る
も
、
如
何
に
倫
理
逍
徳
に
関
す
る
屈
想
が
痰
逹
し
て
ゐ
だ
か
マ
J

云
ふ
こ
マ
J

を
窺
知
す
る
こ

次
に
楚
國
に
起
り
し
詩
歌
は
如
何
0

詩
純
に
は
楚
風
ご
稲
す
る
も
の
は
な
い
0

之
に
就
て
は
、
或
は
孔
子
胴
詩
の
際
．

僣
王
の
罪
を
罰
す
る
マ
J

云
ふ
意
味
で
、
其
の
詩
を
棄
て
ら
れ
た
こ
云
ひ
、
或
は
楚
俗
螢
に
し
て
採
る
べ
き
詩
が
無
か
つ

た
こ
い
ふ
o
（
詢
者
鄭
空
詩
譜
、
後
者
顧
災
武
日
知
録
）
種
々
の
説
が
あ
る
が
、
其
正
風
中
に
、
江
漢
の
域
に
な
れ
る
漢

マJ
が
で
き
る
。

七
0



歌
に
最
も
深
き
闊
係
を
有
す
る
昔
業
は
如
何
、
荘
王
は
左
に
鄭
姫
を
抱
き
、
右
に
越
女
を
擁
し
て
、
鐘
破
の
間
に
座

を
示
し
て
居
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

七

廣
、
江
有
記
の
篇
が
あ
る
こ
9
J

は
事
宜
で
あ
る
0

こ
れ
等
は
、
北
方
の
影
糖
を
受
け
て
成
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
'tJ

考
へ

ら
れ
る
0

其
他
で
、
最
も
信
を
措
く
に
足
る
べ
き
も
の
は
、
論
語
の
鳳
分
の
歌
°
鳳
分
凰
分
0

何
徳
之
衰
0

已
而
已
而
゜

今
之
従
政
者
殆
、
而
し
て
孟
子
の
愴
浪
の
歌
。
愴
浪
之
水
消
分
0

可
以
濯
武
継
0

沿
浪
之
水
濁
交
3

可
以
潅
我
足
0

で

あ
ら
う
。
雨
者
は
多
少
形
式
を
異
に
し
て
居
る
が
、
分
字
を
踏
ん
で
居
る
こ
マ
J

は
共
通
で
あ
る
、
又
沿
浪
歌
は
、
後
に

述
ぶ
る
ご
こ
ろ
の
離
騒
の
形
式
に
類
似
し
て
居
る
0

屈
原
よ
b
棺
々
後
れ
て
、
荀
卿
の
作
が
あ
る
0

こ
れ
等
は
何
時
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
明
瞭
で
な
い
が
、
そ
の
成
相
俺
詩
は
、
恐
ら
く
晩
年
値
遇
を
う
け
し
春
申
村
の
死
後
、
園
陵

に
家
せ
る
頃
に
出
来
た
も
の
で
あ
ら
う
ご
息
は
れ
る
0

成
相
億
詩
は
、
君
臣
治

ILの
こ

'YJ

を
論
じ
て
、
自
己
の
意
を
述

べ
た
も
の
で
、
そ
の
僻
は
到
底
屈
原
の
敵
で
は
な
い
が
、
其
の
思
想
及
古
人
を
引
い
て
例
紆
こ
す
る
措
解
の
方
法
は
雨

者
よ
く
相
類
似
し
て
居
る
Q

賦
篇
は
一
種
の
謡
マ
J

い
ふ
べ
苔
形
を
成
し
て
居
る
0

荀
子
の
作
が
屈
原
の
影
郷
デ
を
受
け
て

居
る
か
否
か
、
た
ゞ
時
間
の
上
の
み
で
は
定
め
る
こ
ご
は
出
来
難
い
の
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
雨
方
小
歌
或
は
飢
こ
い
ふ

共
有
の
も
の
を
有
す
る
等
の
黙
よ
り
考
ふ
れ
ば
、
常
時
楚
地
方
に
比
較
的
長
篇
の
約
文
が
行
は
れ
て
、
雨
者
各
別
に
其

影
響
を
受
け
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
し
其
の
措
僻
の
上
の
差
異
は
、
各
天
賦
の
オ
カ
に
よ
っ
て
其
の
表
現
を
異
に
し

た
も
の
で
、
こ
れ
が
又
博
學
に
し
て
逍
徳
家
た
る
北
方
の
憐
者
こ
、
多
戚
に
し
て
熱
情
家
た
る
南
方
の
忠
臣
こ
の
差
異



叉
成
公
九
年
左
偲
に
は
、
南
冠
し
て
囚
は
れ
た
る
鍾
依
が
、
晉
侯
の
有
司
に
そ
の
族
を
問

は
れ
て
、
伶
人
也
こ
封
へ
、
能
築
乎
ご
問
は
れ
て
、
先
父
之
職
官
也
、
敢
有
二
事
ご
答
へ
、
琴
を
典
れ
ら
れ
て
、
南
昔

を
操
っ
た
こ
ご
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
0

叉
哀
公
十
入
年
に
は
、
晉
の
無
官
師
瞭
が
、
南
風
北
風
に
よ
っ
て
、
楚
師
の
功
な

き
を
豫
言
し
た
記
事
が
載
つ
て
居
る
C

孔
子
歿
後
の
正
発
が
楚
に
入
っ
た
記
事
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
0

こ
れ
等
の

こ
こ
に
よ
っ
て
考
ふ
れ
ば
、
楚
國
宮
廷
に
は
、
鄭
衛
の
背
も
這
入
っ
て
居
た
の
で
あ
ら
う
し
、
中
國
の
雅
栗
を
掌
っ
た

築
官
も
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
し
、
又
特
徽
あ
る
南
風
は
晉
に
ま
で
も
細
ら
れ
て
居
た
こ
マ
J

が
わ
か
る
、
詩
歌
昔
栗
が
、

祭
祀
及
び
饗
宴
に
用
ひ
ら
れ
た
こ
マ
J

は
、
各
國
皆
同
じ
く
、
楚
國
に
行
は
れ
て
祭
祀
の
有
榛
は
、
九
歌
の
詩
篇
に
よ
っ

て
窺
ふ
こ
こ
が
出
来
る
。
又
櫻
宴
の
状
態
1
1
宮
廷
生
活
1
1
は
招
魂
大
招
等
の
篇
に
あ
っ
て
見
る
こ
ご
が
出
来
る
、
た
こ

ひ
こ
れ
等
が
多
少
の
誇
張
に
失
す
る
こ
こ
ろ
は
あ
っ
て
も
、
其
歌
の
種
類
、
築
器
の
種
類
等
は
、
こ
れ
等
に
よ

b
て
推

測
す
る
こ
ご
が
出
末
る
の
で
あ
る
、
以
上
を
以
て
見
て
見
れ
ば
、
學
問
マ
J

い
ひ
、
恩
想
マ
J

い
ひ
、
詩
推
マ
J

い
ひ
、
昔
築

ご
い
ひ
、
光
彩
陸
離
た
る
楚
僻
セ
生
み
出
す
に
は
十
分
の
素
地
を
な
し
て
居
た
の
で
あ
る
。

戦
國
に
入
っ
て
も
、
楚
國
尚
南
方
の
雄
マ
J

し
て
侮
る
べ
か
ら
ざ
る
勢
力
を
有
し
て
居
た
、
が
悲
し
い
か
な
、
既
に
老

い
て
居
る
、
新
興
の
秦
に
ひ
た
押
し
に
押
さ
れ
て
足
元
が
次
第
に
浮
い
て
末
た
。
屈
原
は
宜
に
此
時
に
生
を
享
け
た
の

で
あ
る
。

し
た
'
t
J

い
ふ
0

(
楚
世
家
）

（
二
）

Jili 

厭

略

博

七



七

屈
原
名
は
平
、
字
は
原
、
楚
ご
は
同
姓
の
貴
族
で
あ
る
、
元
和
姓
纂
に
よ
れ
ば
武
王
の
子
瑕
釆
を
屈
に
食
む
、
因
て

氏
こ
な
す
、
屈
煎
、
屈
蕩
、

Jiu
建
、
屈
平
、
皆
其
の
後
な
り
ご
見
わ
て
居
る
。
由
末
屈
氏
に
は
名
臣
賢
佐
マ
J

し
て
名
を

畢
げ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
、
屈
原
は
宜
に
そ
の
血
を
承
け
て
生
れ
楚
の
王
室
ご
は
切
つ
て
も
切
れ
ぬ
緑
を
有
つ
て
居

る
、
其
の
生
誕
死
歿
の
年
月
は
明
で
な
い
が
、
其
作
離
騒
に
、
撮
提
貞
子
孟
阪
分
、
惟
庚
寅
吾
以
降
：
ご
い
つ
て
居
る
。

揖
提
は
貨
の
歳
で
あ
る
。
屈
原
の
経
歴
に
某
づ
い
て
其
の
歳
を
求
む
れ
ば
周
顕
王
廿
六
年
戊
賓
の
歳
が
そ
れ
に
霜
る
ら

し
く
考
へ
ら
れ
る
(343BC
皇
紀
三
了
八
第
六
代
孝
安
天
皇
五
十
年
）
か
く
す
れ
ば
懐
王
の
後
を
承
け
た
頃
襄
玉
の
立
っ
た

年
で
四
十
六
才
マ
J

い
ふ
こ
<
J

に
な
る
。
そ
れ
か
ら
江
南
に
放
浪
す
る
こ
ご
敷
年
、
其
の
死
の
頃
は
襄
王
の
十
年
頃
に
常

る
こ
マ
J

A

な
り
、
六
十
才
近
ぎ
壽
を
保
ち
し
事
ご
な
る
、
王
閾
蓮
等
も
、
共
生
年
を
こ
A

に
取
っ
て
居
る
、
（
楚
僻
註
）

蓋
し
嘗
ら
す
ご
雖
も
遠
か
ら
ざ
る
推
測
マ
）
考
へ
ら
れ
る
0

其
の
父
屈
の
こ
マ
J

も
口
〈
だ
朕
皇
考
曰
伯
庸
（
離
騒
）
に
見
ね
て

ゐ
る
丈
で
其
他
の
こ
マ
J

は
知
る
由
も
な
い
0

史
記
の
屈
原
略
博
に
よ
れ
ば
屈
原
始
め
懐
王
に
事
へ
其
の
左
徒
ご
な
る
。

博
聞
彊
志
に
し
て
治
飢
に
明
に
僻
令
に
婿
ふ
°
入
り
て
は
王
マ
J

國
事
を
協
議
し
嫌
疑
を
決
定
し
出
で
A

て
は
賓
客
に
接

遇
し
諸
侯
に
應
封
す
、
王
甚
だ
之
に
任
す
、

ご
記
さ
れ
て
ゐ
る
0

恐
ら
く
の
此
の
左
徒
こ
あ
っ
た
時
が
屈
原
最
得
意
の
一

時
代
で
惜
往
日
の
篇
に
、
受
命
詔
以
昭
時
0

奉
先
功
以
理
下
こ
追
懐
し
て
居
る
時
で
あ
る
0

史
に
披
れ
ぱ
懐
王
は
其

の
十
一
年
に
従
約
の
長
y
J

な
っ
て
居
る
0

恐
ら
く
懐
王
得
意
の
時
代
も
亦
此
時
で
あ
っ
た
ら
う
ご
考
へ
ら
れ
る
、
郎
ち

此
時
に
在

b
て
は
君
臣
の
呼
吸
が
ビ
ッ
ク
リ
合
っ
て
屈
原
に
は
國
運
伸
展
の
期
待
が
滴
ち
て
居
た
で
あ
ら
う
0

が
併
し



一
令
出
づ
る
毎
に
平
其
の

此
の
希
望
の
時
代
は
長
く
は
績
か
な
か
っ
た
°
忽
ち
姦
人
の
嫉
む
所
マ
J

な
っ
て
議
者
の
舌
は
其
寵
を
奪
ひ
去
っ
た
の
で

あ
る
，
史
記
は
い
ふ
0

懐
王
嘗
て
刺
原
を
し
て
憲
章
を
作
ら
し
む
、
和
零
を
脳
し
て
未
だ
な
ら
ざ
る
に
、
上
官
大
夫
見
て

之
を
奪
は
ん
マ
J

す
、
屈
原
典
へ
す
、
因
て
識
し
て
日
く
、
王
屈
平
を
し
て
令
を
鯰
ら
し
む
。

功
に
伐
り
て
日
く
、
我
に
非
ら
す
ん
ば
よ
く
な
す
な
き
な
り
マ
J

o

玉
怒
り
て
刺
原
を
疎
ん
す
。
'
t
J
O

恢
王
の
十
六
年
に

秦
は
楚
齊
の
好
を
絶
た
し
め
ん
が
総
に
張
儀
を
遣
し
て
利
を
以
て
王
に
陥
ら
し
め
、
賄
賂
セ
以
て
設
臣
を
買
牧
し
て
見

事
に
そ
の
目
的
を
逹
し
た
の
で
あ
る
0

こ
れ
等
の
事
賓
か
ら
考
へ
て
見
れ
ば
、
屈
原
が
左
徒
マ
J

な
っ
た
の
は
悛
王
十
二

年
左
右
の
事
で
、
其
の
謁
者
の
為
に
失
脚
し
た
の
は
齊
マ
J

5

祀
っ
た
十
六
年
以
前
の
事
で
あ
っ
た
ら
う
マ
J

恩
は
れ
る
。
史

記
の
所
謂
疏
は
其
の
信
を
奪
っ
た
事
で
、
離
騒
に
「
余
雖
好
修
娩
以
模
祗
分
、
賽
帆
砕
面
夕
替
、
既
替
余
以
姐
緩
分
、

又
申
之
以
榎
宦
」
こ
い
つ
て
ゐ
る
の
は
、
恐
ら
く
此
の
時
の
事
で
、
替
は
乃
ち
崩
の
義
で
あ
る
、
其
の
三
閻
大
夫
マ
J

な

っ
た
年
月
も
知
り
難
い
、
屈
原
既
に
職
を
失
ひ
て
榮
辱
忽
ち
地
を
か
へ
、
湖
に
立
ち
て
國
事
ヤ
談
す
る
自
由
は
奪
は
れ

王
の
心
は
議
人
の
胤
す
所
マ
J

な
っ
て
、
歩
一
歩
危
地
に
踏
み
込
み
つ
A
、
之
を
覺
る
こ
マ
ぷ
能
は
ざ
る
朕
態
で
あ
る
。

消
白
の
賢
を
抱
き
て
國
を
憂
い
君
を
愛
す
る
屈
原
の
心
事
は
蓋
し
推
測
す
る
に
難
か
ら
ぬ
Q

於
是
憂
愁
幽
息
し
て
千
古

の
雄
篇
離
騒
は
な
っ
た
の
で
あ
る
°
離
騒
の
意
義
に
つ
い
て
は
種
々
の
説
が
あ
る
が
、
離
騒
者
離
憂
世
マ
J

い
ふ
史
記
の

解
が
最
も
営
つ
て
ゐ
る
°
懐
王
十
六
年
張
儀
楚
に
至
っ
て
後
の
状
態
は
、
千
載
の
後
史
を
讀
む
も
の
に
な
は
嘗
時
の
事

を
追
懐
し
て
切
栂
せ
し
め
る
。
そ
の
懐
王
に
設
く
や
巧
言
令
色
王
の
名
巻
心
を
あ
ふ
り
貪
利
の
念
を
利
用
し
て
願
は
く

七
四



七
五

ば
祭
高
於
の
地
六
百
里
を
献
せ
ん
ゞ
＿
い
ふ
°
懐
王
喜
ん
で
そ
の
請
を
容
る
、
陳
診
等
諌
む
れ
共
邸
か
す
、

一
賭
軍
を
し

て
張
儀
に
従
っ
て
秦
に
行
き
て
地
を
求
め
し
む
Q

張
伴
り
酔
ふ
て
車
よ
り
隊
ち
疾
マ
品
恒
し
て
出
で
ざ
る
こ
ミ
ニ
月
、
懐

王
は
齊
<
J

絶
つ
事
尚
餅
く
し
て
未
だ
秦
を
喜
ば
す
に
足
ら
す
マ
J

し
勇
士
を
遣
は
し
て
齊
王
を
辱
し
む
0

齊
王
大
に
怒
り

楚
の
符
を
折
り
て
泰
に
合
す
、
張
儀
起
つ
て
朝
し
楚
の
膳
軍
に
謂
つ
て
日
ぐ
、
子
何
ぞ
地
を
受
け
ざ
る
、
某
地
よ
り
某

地
に
至
る
廣
表
六
里
、
マ
J
‘

胞
軍
蹄
り
て
命
を
懐
王
に
復
す
、
懐
王
怒
り
大
兵
を
起
し
て
秦
セ
伐
ち
却
つ
て
大
敗
し
て

甲
十
入
萬
を
失
ひ
大
鼎
軍
屈
匈
、
餃
中
の
郡
悉
く
秦
の
手
中
に
落
ち
た
の
で
あ
る
°
楚
國
は
兵
を
盛
し
て
復
ぴ
泰
を
製

ひ
又
輩
田
に
大
敗
す
、
韓
魏
楚
の
困
匝
を
見
襲
ふ
て
部
に
至
る
、
楚
兵
を
倣
め
て
蹄
る
、
尋
で
秦
約
し
て
漠
巾
の
半
セ

分
ち
て
楚
'
t
J

和
せ
ん
マ
J

す
0

懐
王
日
く
、
地
を
得
る
を
願
は
す
願
は
く
は
儀
を
得
て
甘
心
せ
ん
'
t
J

、
儀
至
る
、
王
囚
ヘ

て
之
を
殺
さ
ん
マ
J

す
。
依
斬
府
鄭
袖
に
賂
し
て
、
却
つ
て
王
の
散
心
を
得
、
王
に
説
く
に
従
約
に
叛
い
て
秦
マ
J

親
み
婚

姻
を
約
せ
ん
事
を
以
て
す
、
王
俵
を
宥
し
て
去
ら
し
む
0

偶
屈
原
齊
に
使
し
て
蹄
り
大
に
其
の
不
可
を
諫
む
。
王
悔
い

て
儀
を
追
は
し
め
し
も
途
に
及
ば
す
°
何
9
J

い
ふ
愚
さ
で
あ
ら
う
0

堂
々
た
る
大
國
が
一
張
依
の
三
寸
の
舌
踏
に
翻
弄

せ
ら
れ
て
滅
亡
の
道
を
急
ぐ
、
鄭
袖
に
ま
ご
ひ
奸
臣
に
迷
は
さ
る
ヽ
悛
王
は
全
く
槌
の
屈
原
を
重
用
し
て
治
を
謀
っ
た

人
ご
は
別
人
の
戚
が
あ
る
°
之
を
眼
前
に
見
て
し
か
も
之
を
匡
救
す
る
の
逍
を
得
ざ
る
屈
原
が
斯
服
の
苦
し
き
IIl
心
に
悩

ん
だ
事
は
想
像
に
餘
り
あ
る
の
で
あ
る
0

其
後
國
運
は
日
に
非
に
し
て
途
に
列
國
の
怒
を
買
ひ
亦
如
何
ご
も
す
べ
か
ら

ざ
る
朕
態
に
立
到
つ
た
Cl

懐
王
の
一
二
十
年
秦
は
書
を
遺
つ
て
武
闊
に
合
し
て
盟
を
結
ば
ん
事
を
い
ひ
送
っ
た
0

昭
唯
JHi



る
べ
か
ら
す
し
て
生
れ
た
ご
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

原
王
を
諌
め
て
そ
の
行
を
止
め
ん
こ
し
た
が
、
王
の
小
子
蘭
は
秦
ご
好
を
絶
つ
の
不
可
を
設
い
て
行
か
し
め
た
の
で
、

王
は
遂
に
秦
に
入
っ
た
の
で
あ
る
°
秦
は
武
闊
を
閉
ぢ
王
を
伴
ひ
西
咸
陽
に
至
り
章
台
に
朝
せ
し
め
て
藩
臣
の
如
く
し

巫
齢
中
の
郡
を
割
か
ん
事
を
求
む
。
王
許
さ
す
、
秦
之
を
留
む
0

か
く
て
太
子
齊
よ
り
還
b
立
つ
て
王
'tJ

な
る
、
之
が

頃
襄
王
で
あ
る
、
其
弟
子
閾
令
男
マ
J

な
る
。
懐
王
亡
げ
蹄
ら
ん
こ
し
て
遮
ら
れ
趙
に
走
b
て
入
れ
ら
れ
す
魏
に
走
ら
ん

マJ
し
て
捕
へ
ら
れ
途
に
秦
に
入
b
憂
憤
病
を
な
し
て
死
し
た
の
で
あ
る
c

屈
原
離
騒
を
賦
し
て
王
の
一
鼎
を
痰
ひ
し
も

こ
>
に
至
り
て
全
く
水
泡
に
婦
し
終
っ
た
の
で
あ
る
0

剰
へ
介
ヂ
子
蘭
の
怒
に
躙
れ
ま
た
頃
襄
王
に
謁
せ
ら
れ
途
に
江

南
に
放
逐
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
、
原
江
南
に
初
程
す
る
事
十
餘
年
此
間
楚
國
の
國
勢
は
盆
々
盛
ま
b
そ
の
滅
亡
も
期
し

て
待
っ
べ
き
程
ご
な
っ
た
。

Jui
原
煩
侃
憂
悶
途
に
千
古
の
恨
を
呑
み
て
氾
羅
に
投
じ
た
の
で
あ
る
。
以
上
は
史
記
の
偲

ふ
る
所
に
よ
っ
て
屈
原
時
代
の
楚
圃
の
情
勢
を
破
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
に
依
つ
て
見
れ
ば
屈
原
の
賦
は
生
れ
ざ

屈
原
の
遷
移
放
流
に
闊
し
て
は
古
来
學
者
に
種
々
の
設
が
あ
っ
て
略
四
種
類
程
提
供
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
ま
づ
九
章
の

0

0

 

地
名
の
考
ふ
べ
き
も
の
に
就
い
て
考
へ
て
見
る
に
、
抽
思
、
有
鳥
自
南
分
、
末
集
漠
北
。
望
南
山
而
流
悌
分
°
臨
流

水
面
太
息
。
日
鰐
霜
麟
麟
狂
顧
南
行
靭
以
躾
心
分
°
等
の
語
が
あ

b
、
又
悲
回
風
に
は
浮
江
淮
面
入
海
分
、
従
子
心
"

而
自
適
、
望
大
河
之
洲
諸
分
、
悲
申
徒
之
抗
迩
°
等
の
語
が
あ
る
0

抽
思
の
句
に
よ
り
て
考
へ
て
見
れ
ば
、
自
南
ご
い
ひ

瑛
北
ご
い
ひ
望
南
山
ご
い
ひ
狂
顧
南
行
y
J

い
ひ
、
屈
原
は
楚
郡
セ
離
れ
て
漠
水
北
方
の
地
に
在
っ
た
こ
マ
J

が
分
る
、

七
六

又



七
七

「
出
國
門
而
診
恢

悲
回
風
に
つ
い
て
見
る
も
、
淮
水
被
源
の
地
黄
河
ご
の
距
離
さ
ま
で
遠
か
ら
ざ
る
地
貼
に
在
っ
た
事
が
推
測
せ
ら
れ
て

こ
れ
を
裏
書
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

他
志
、

の
如
き
、

次
に
其
の
語
句
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
抽
恩
の
昔
君
典
我
誠
言
分
、
日
黄
昏
以
為
期
、
先
中
逍
而
回
畔
分
、
反
既
有
此

．

ツ

ラ

ネ

デ
t

又
姦
歴
情
以
陳
僻
分
、
荏
詳
襲
而
不
聞
3

の
如
さ
、
又
悲
回
風
の
惟
悛
佳
人
°
之
獨
懐
分
、
折
芳
椒

以
自
慮
0

の
如
き
、

叉
聡
諌
君
而
不
聴
分
、
重
任
石
之
何
（
全
等
の
如
く
語
意
極
め
て
懇
切
で
あ
る
、
此
等
の
貼
か
ら

考
ふ
れ
ば
此
二
篇
は
恢
王
の
時
王
を
懐
つ
て
作
っ
た
も
の
"
t
J

考
へ
ら
れ
る
、
頃
襄
王
マ
J

屈
原
マ
J

の
閾
係
は
さ
ま
で
深
く

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
等
の
語
句
は
襄
王
に
到
し
て
痰
せ
ら
れ
た
も
の
ご
は
息
へ
ぬ
0

か
く
論
じ
末
れ
ば
懐
王
の

時
一
度
移
さ
れ
て
漠
北
に
在
つ
た
事
が
あ
る
こ
い
ふ
藤
躾
等
の
説
は
成
程
こ
頷
か
れ
る
0

此
時
の
楚
國
の
朕
態
を
見
る

に
、
齊
に
親
し
む
か
秦
に
親
し
む
か
の
二
つ
の
方
法
が
あ
っ
た
や
う
で
、
國
内
の
政
治
家
は
親
齊
派
ご
親
秦
派
こ
に
分

れ
て
居
て
、
屈
原
昭
雌
等
が
親
齊
派
の
牛
耳
を
執
り
、
上
官
大
夫
斬
尚
子
薗
等
が
親
秦
派
の
張
本
で
、
そ
の
親
秦
派
の

自
己
の
名
養
利
欲
の
念
が
こ
れ
に
か
ら
ま
つ
て
識
謗
中
傷
マ
J

な
っ
て
あ
ら
は
れ
、
遂
に
親
秦
派
が
勝
を
制
し
て
異
に
國

家
を
憂
ふ
る
親
齊
派
の
屈
原
等
が
、
迫
害
を
被
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
そ
の
渦
中
に
在
つ
て
王
の
心
が
親
齊
に
傾
い
た

時
に
は
屈
原
等
が
一
度
位
を
退
い
た
後
も
亦
起
用
せ
ら
れ
、
親
秦
に
向
っ
た
時
に
於
て
は
疎
せ
ら
れ
、
逐
は
れ
た
も
の

さ
考
へ
ら
れ
る
、
そ
こ
で
抽
息
悲
回
風
等
の
作
は
、
親
秦
氣
分
が
濃
厚
な
時
樟
王
の
た
め
に
逐
は
れ
て
漢
北
に
行
っ
た

時
の
作
で
あ
ら
う
こ
思
は
れ
る
。
次
に
哀
部
を
見
れ
ば
、
「
民
離
散
面
相
失
分
、
方
仲
春
而
東
湿
3

」



分
、
甲
之
朝
吾
以
行
。
」

余
上
玩
分
、
齊
呉
榜
面
撃
汰
、
朝
悛
柾
陥
分
、
夕
宿
辰
陽
。
」

「
背
夏
浦
而
西
思
分
、
哀
故
都
之
日
遠
。
」

句
が
あ
る
。
郡
都
を
去
つ
て
東
に
赴
い
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
0

或
年
の
二
月
甲
日
に
屈
原
は
都
を
出
で
て
東
に
遷

っ
た
の
で
あ
る
。
又
渉
江
に
は
「
乗
郡
渚
面
反
顧
分
、
欺
秋
冬
之
緒
風
、
歩
余
馬
分
山
皐
、
邸
余
車
分
方
林
、
乗
胎
船

る
0

こ
れ
は
郡
渚
か
ら
西
南
行
し
て
楚
都
に
近
づ
き
、
延
に
南
行
し
て
淑
浦
に
行
っ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
、
哀
罪

に
「
九
年
而
不
復
」
の
語
が
あ
る
、
こ
れ
は
恐
ら
く
九
字
は
不
定
的
に
用
ひ
た
も
の
で
敷
年
を
か
く
言
っ
た
の
で
あ
ら

う
0

此
等
に
よ
っ
て
考
ふ
れ
ば
頃
襄
王
の
初
年
に
逐
は
れ
て
東
に
行
き
郡
渚
の
邊
に
敷
年
を
送
り
、

「
曼
余
目
以
流
歓

今
、
粟
壼
反
之
何
時
、
鳥
飛
反
故
郷
分
、
狐
死
必
首
丘
」
ご
罪
都
の
空
を
な
つ
か
し
み
息
ひ
て
自
ら
こ
~
を
舟
出
し
て

庭
の
ほ

Jゞ

り
に
至

b
、
長
江
に
遵
ひ
て
行
か
ぱ
罪
都
に
至
る
べ
き
を
息
ひ
な
や
み
て
は
共
路
に
走
る
事
も
得
せ
す
。
又

南
し
て
沈
水
を
渡
b‘

遂
に
淑
浦
に
至
り
し
な
ら
ん
。
か
く
て
淑
補
に
留
る
事
し
ば
し
又
北
行
し
て
洞
庭
に
至
り
、
愈

心
を
定
め
て
懐
沙
一
篇
を
賦
し
て
、
氾
羅
に
沈
ん
だ
の
で
あ
ら
う
0

こ
れ
我
等
が
屈
原
偲
及
九
章
の
敷
篇
に
よ
り
て
想

像
せ
る
屈
原
の
略
偲
で
あ
る
。
彼
の
九
章
は
宜
に
こ
の
苦
し
き
放
浪
の
う
ち
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
0

屈
原
氾
羅
に
入

水
の
説
を
打
消
す
學
者
が
和
嘆
共
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
は
屈
原
程
の
人
物
が
水
死
す
る
筈
が
な
い
、
泊
羅
に

沈
ん
だ
マ
J

い
ふ
の
は
賓
際
に
沈
ん
だ
の
で
は
な
い
さ
い
ふ
屈
原
の
人
物
を
崇
弁
す
る
念
よ
h
痰
し
た
も
の
で
、
何
等
證

櫨
あ
る
も
の
で
な
い
、
屈
原
が
死
後
の
事
に
つ
い
て
は
種
々
の
博
説
が
拾
逍
記
マ
J

か
、
異
苑
ご
か
に
出
て
ゐ
る
、
績
齊

「
入
淑
浦
余
俯
偏
分
、
迷
不
知
吾
所
如
。
」
等
の
句
が
あ

「
去
故
郷
而
就
遠
分
、
遵
江
夏
以
流
亡
。
」

七
八

等
の



七
九

（
大
高
文
乙
二
組
級
誌
「
村
於
」
第
二
、
三
競
所
載
）

諧
記
に
は
、
屈
原
以
五
月
五

H
、
投
氾
羅
而
死
、
楚
人
哀
之
、
侮
於
此

H
、
付
竹
筒
貯
米
、
投
水
祭
之
、
漢
建
武
中
、

長
沙
欺
回
、
白
日
忽
見
一
人
。
自
稲
三
閻
大
夫
、
謂
回
曰
、
見
祭
甚
美
、
但
苦
為
鮫
龍
所
窯
、
今
若
有
恵
°
可
以
棟
葉

寒
葉
。
以
五
綜
絲
縛
之
、
此
二
物
鮫
龍
所
畏
、
回
依
其
言
°
今
人
作
悛
子
以
此
、
蓋
其
遺
風
批
0

こ
れ
亦
彼
か
生
前
黛

人
に
苦
し
め
ら
れ
し
こ
ご
を
博
説
化
せ
る
も
の
ヽ
や
う
で
あ
る
。

Jui
原
は
清
白
の
士
で
あ
る
°
熱
情
の
人
で
あ
る
°
君

を
恩
ひ
國
を
憂
ふ
る
の
人
で
あ
ろ
、
が
決
し
て
矛
を
執
つ
て
君
側
の
姦
を
消
む
る
底
の
人
で
は
な
い
、
か
>
る
人
で
あ

れ
ば
こ
そ
こ
れ
を
詩
賦
に
寓
し
て
、
北
〈
の
意
を
小
雅
に
戦
い
だ
の
で
あ
る
。
又
屈
原
は
決
し
て
老
荘
思
想
に
浸
染
し
た

人
で
も
な
い
°
漁
父
や
遠
遊
に
そ
れ
等
の
恩
想
が
見
．
口
て
ゐ
る
も
の
A
、
そ
れ
等
は
畢
覚
彼
が
苦
慮
煩
悶
の
結
果
こ
A

に
暫
く
魂
を
安
ん
す
る
地
を
見
出
す
か
の
様
に
、
椴
に
定
め
た
の
で
あ
る
0

其
底
を
流
れ
る
も
の
は
、
却
つ
て
こ
れ
こ

反
封
の
執
着
で
あ
る
0

で
あ
れ
ば
こ
そ
彼
は
途
に
石
を
抱
い
て
氾
羅
に
投
じ
た
の
で
あ
る
Q

（
未
完
稿
）


